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論文内容の要旨











第 4 章では、鋼はりと RC 柱の剛結構造においてフランジの上に設置したスタッドの引き抜き抵抗を調べるための








よる RC 柱の拘束効果の高いことが実証できた。そして、 RC 柱に鋼殻の帽子をかぶせる形式が最も耐荷力の大きな
ものであることを指摘できた。






















ドの抵抗力と RC 柱の曲げ耐荷力の比較を行い、 RC 柱の破壊を先行させることを目標にした剛結部の設計法を
提案しているo
以上のように、本論文は、上下部一体橋梁の鋼はり -RC 柱の剛結部に関する新しい知見と有用なデータを得てお
り、剛結部の合理的設計を可能にするものである。また、本研究で得たスタッドに関する成果は各種の合成構造にも
適用できるものである。本研究成果は合成構造学、橋梁工学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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